
極量E嵐長遍醤董 実践事例1

聞いをもち，自分たちでゲームの様子を記録しながら追求していく体育学習

-5年「空いたところを見つけて，ポイントをねらえーハンドテニスー」の実践から一

1 単元のねらい

チームで協力して配球図の記録をとったり，それをもとに得点につながる作戦について考えたり

することを通して，どのように攻撃をすると得点につながるのか考え，相手のいないところや相手

がコントロールしにくい場所をねらって返球することができる。

2 授業の構想

(1) 1学期に 「走り幅跳び」（全6時間）の学習を行った。第 1時では，踏み切り足の確認とミニ記

録会を行った。この時間のふりかえりでは「もっと記録を伸ばしたい」「遠くに跳ぶためにはどう

したらいいのか」などという問いや思いが子どもたちから多く挙げられた。そして第2時では，「ど

こをどのようにすると記録が伸びそうか考えよう」というめあてを提示し，記録を伸ばすポイント

について考え，予想する時間を設定した。子どもたちは，大事なポイントとして助走（ 2名），踏

み切り（19名），空中動作 (1名），着地（ 7名）を挙げていた。

－助走を勢いょくすると，そのままの勢いがつき記録が伸びる。

－踏み切りを思いっきりけることです。力強くけると遠くに跳べます0

・前のめりで，踏み切りを思いっきりふめるといい。

－前に重心をかけると，前に進む力がうまれて遠くに跳べる。

－空中で足をおなかに引きつけて，ギリギリで着地すればいい0

・着地の時，足を前に出したらいい。

運動のポイントについて，いろいろな角度から考える子どもたちである。この走り幅跳びの単元

では各局面の学習において，子どもたちの思いを取り上げ，めあてをつくり，確かめながら学習を

行った。最終的には，踏み切る瞬間の身体の向きや空中での身体の動かし方などについての学習を

深めた。本単元の学習でも，子どもたちは「自分も得点したい」「どのようにボールを打っと得点、

できるかJなどの問いや思いをもつであろう。子どもたちの問いや思いを起点とし，ゲームを通し

て得点するためのポイントを考え，学習を深めていくことになるだろう。

(2）本単元「ハンドテニス」はボール運動のネット型の運動である。ネット型には，ソフ トバレーボー

ルやプレノレボーノレなどがあるが，このハンドテニスはボールをつなぐ序盤，中盤の局面がない。常

に相手コートにボールを打ち返し得点を取る終盤の局面について子どもたちは学習していくことに

なる。つまり，終盤局面における戦術的かっ意図的な動きや判断，作戦を考えるのに有効な教材で

ある。また，ワンバウンドのボールを山なりに打ち返すという技術は他のネット型の運動と比べる

と容易で、ある。このことにより，相手コートの空いているところをねらったり，ボーノレが行く方向

を予測したりすることを学習するのに有効な教材である。

本単元において，体育の時聞にテニスをすることは初めての経験になるので，まずはハンドテニ

スにしっかりと浸らせたいと考えている。本単元ではダブルスのゲームを行うが，ゲームに浸らせ

る中で，ルールや交互に打つダブノレスの方法にも慣れるであろう。そして，ゲームの中で，困った

ことや考えてみたいことが子どもたちから出てくると考えられる。多くの子どもたちが最初にもつ

問いは「どのように打っと相手コートに返球できるだろうか」ということであろう。この間いにつ

いては，ゲームを通して手の形や体の向き，腕の使い方などを学習するとともに，毎時間最初にド
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リノレゲーム（ラリー回数競争など）を通して確実な返球の仕方の定着を図っていく。そして，本単

元全体を通して「自分も点を決めたい」「点を決めて勝ちたい」という思いから，「どうすれば得点

できるのか」「どのように攻めると効果的なのか」などという問いをもっと考えられる。最終的に

は学級で「どのように攻めると得点をあげられるか考えよう」という学習課題を設定していく。

本単元を通して，最終的に子どもたちには次の力を身につけてほしいと考えている。

0 ボーノレを打つ前の相手コートの状況を見て，確かめる力。

O空いているところを見つけ判断し，意図した方向に返球する力。

O チームやダフ守ルスのペアで得点につながる作戦を考える力。

このような力を身につけるために，子どもたちはチームで話し合いをしたり，ゲームを通して声

を掛け合ったりしながら追求をしていく。その追求する中で，指導者から「ボールの配球図」を記

録していくよう提案していく。チームの中で，どういうところに打っているのか，どのように攻め

ているのか，どういう攻め方の時に得点につながったのかを考える材料としていきたい。この配球

図も，点から球道を表す線へと変化させていく。最初はボーノレの落下点を点で記録していくことに

より，相手のいないところに返球すること，コートの端をねらい広く使うと効果的なことなどを考

えるであろう。さらに球道を線で記録することにより，どのように返球していくと得点につながる

か，より具体的に考える材料になると考える。このような「ボールの配球図」の記録を提案し，は

たらきかけを行うことで，「どうすれば得点できるのか」という問いがどんどん深まり，具体的に

得点につながる動きや返球の仕方を追求していくことになる。この配球図は3時間目に提案してい

く。前時のゲームの配球図を指導者が記録し，それを紹介し，どのような特徴があるのか，どのよ

うになると得点につながりそうか考えることを通して配球図と出会わせたい。この配球図を通して，

自分や仲間の姿を観察し，思ったことを言葉や身体をつかって伝える姿が連続するように，そして

聞いが深まっていくようにはたらきかけをしていく。最終的には，配球図の記録や学習したことを

生かして，得点につながる返球の仕方を考え，攻め方を工夫し，チームで作戦が考えられるように

したい。

3 展開計画（全7時間）

次 時 主な学習と具体的な学習・内容 〈〉追求する子どもの姿

1 1 0ハンドテニスのノレールを理解し，試しのゲームを通 く〉ゲームの中で得点につながる返球の仕方を
2 して，本単元の学習課題をつくる。 予想する姿

• Jレーノレを理解し，試しのゲームを楽しむ。
－相手コートヘ返球するコツを考える。
－ゲームを通して，学習課題をつくる。

2 3 0得点につながる返球の仕方について考え，まとめる。 く〉配球図の記録からどういうところにボール
－前時の配球図の記録を見ながら，どのような特徴が が落ちているか，特徴を考える姿
あるか考える。 く〉配球図（点）の記録をもとに話し合い，わ

－配球図（点）を記録し話し合いながら，相手がいない かったことをゲームの中でやってみようと
ところやコートの端の方をねらうよさについて気づ する姿
く。

4 ・チームで配球図（点）を記録し話し合いながら，相 く〉配球図（点）の記録や前時の学習をもとに
手のいないところをねらったりコートを広く使った 得点につながる返球の仕方について考え，
りするよさについて考える。 ゲームの中で確かめる姿

5 －チームで配球図（線）を記録し話し合いながら，得 。配球図（線）の記録や前時の学習をもとに，
点につながる攻め方について考える。 ゲームを通して得点につながる攻め方につ

いて考える姿
6 －まとめのゲームに向け，チームで配球図（線）を記 く〉前時までの学習や配球図（線）の記録をも

録し話し合いながら，前後左右に相手を動かして攻 とに，ゲームを通してさらに具体的に作戦
める組み立てや返球の方向，仕方について考え，作 を工夫し考える姿
戦を工夫する。
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3 I 7 Ioこれまでの学習を生かし，チームで作戦を考え，ま I＜＞前時のまとめをもとにゲームで確かめ，さ
とめのゲームをする。 ｜ らに作戦を工夫する姿

・ゲームをして，さらに作戦を工夫する。

4 授業の実際

本実践は，問いをもち追求する姿として「自分や仲間の姿を観察し，思ったことを言葉や身体を

つかって伝える姿」を目指し取り組んだ。子どもたち一人一人が問いをもち追求を続けるためには，

学習のめあてはもとより，そのめあてにつながる前時のふりかえりが重要と考えた。そのふりかえ

りでは，明確な視点を与えてふりかえられるように実践した。さらに問いをもち続け，深めていく

ためには，出会わせ方を工夫することが重要と考え，はたらきかけを行った。

( 1）ハンドテニスとの出会い

第 1時において，子どもたちにテニスをすることを伝えると，テニスクラブに通っている数名の

子どもたちは「ゃった～。」という反応だったが，多くは「えっ？体育でテニス？」「テニスできる

の？」「難しそう」という反応であった。そこで，ノレールを簡単にしていることや両方の手を使っ

ていいことなどを伝えてゲームを行った。最初に示したルールは次のものである。

＜ルール＞ コートの広さは5m×10m

0判定は審判が行う。 O両方の手を使ってもよい。（ワンバウン ドで打ち返す）
Oボールを持って返すのはいけない。 0サーブをするのはコートの中央付近
Oボールが相手コート側でツーバウンド以上したら得点になる。
0相手が返してきたボールが外に出たり，ネットに引っかかったりしたら得点になる。

このルールのもと，前半はシングルス戦を中心にゲームを行った。単元を通じて，運動に偏りが

ないように触球回数をほぼ均等にするためにダブルス戦のゲームを行いたかったので，後半は次の

ノレールを追加し，ダブルス戦のゲームを行った。

02人で交互にボールを打ち返すダフゃルスのゲームを行う。
－サーブを打った人，サーブを打ち返した人で次に打つ人が決まる。

このようなルールのもと，最初はシングルス戦とのルールの違いから打ち返す順番などで、戸惑っ

ていた子どもたちではあったが，慣れてくると意欲的にゲームに取り組むようになった。この時間

のふりかえりには「困ったことやこれからどんなことを考えたいか」というテーマを与え，体育ノー

トに記入させた。次のようなふりかえりを書いていた。

・ダブルスで，交互に打つのが難しかった。 ・ボールに早く慣れたい0

・あまりラリーが続かなかったので，ラリーを続けたい0

・ラリーを続けるためには，どんな打ち方をしたらいいのか考えたい。
－ねらったところに打ち返したいけど，どうやったら打てるか考えたい0

．旦三ふ主昆エヒ五よι斗主主空2エ虹之主ど主ιよ担足レ主どぇ
・相手が打ち返しにくいように打ちたい。
－どこをねらって打つといいのか考えたい。
・どんなふうに打つといいのか，作戦を考えたい。

これらのふりかえりを見ると，子どもたちの意識はルールやボールに関 図 1：ボールに慣れる運動

すること，ボールの打ち返し方に関すること，得点につながる打ち返し方に関することと大きく分

類できた。

ノレールやボーノレに関することは，ある程度体育の授業やゲームの回数を重ねていくと慣れていく

と考えた。具体的には，毎時間最初の10～15分において「ボールに慣れる運動Jとして片手や両手

交互にボールをコントロールする運動などを継続して行った（図 1）。また，ルーノレについては，

ボールへの慣れと合わせて壁打ちをしながら交互に打つことにも取り組んでいった。

また，子どもたちがもっ「ねらったところへのボールの打ち返し方」と「得点につながる打ち返
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し方」については，本単元のねらいにも迫る思いであり，授業者として大事にしたい子どもたちの

問いであると考えた。

(2）ねらったところへボールを打ち返す

第2時では，ねらったところへボールを打ち返すコツについてのめあてを設定し授業を行った。

ボールに慣れる運動をした後，子どもたちに 「中目手コートのねらったところにボーノレを打ち返すコ

ツは何だろうか？」と質問してみたところ，次のような発言が聞かれた。

－手のひらにきちんと当てる ・落ち着いてていねいに打つ ・下から上に山なりに打つ

・コートの中央付近に向かつて打つ ・力の加減をする

このような漠然とした回答が多かった。そこで，「Hくんを見ていると， 1歩下がって打ってい

た。まねがしたい。」という前時の振り返りを紹介し， Hくんに

壁打ちをさせ，どこでボーノレを打っているかを全員で観察するこ

とを提案した。すると，子どもたちからはいろいろな発言があっ

たが，その中で「『山の中腹』で、打っているJ（図2）というつぶ

やきがあった。「山の中腹Jとは，右のとおり，ワンバウンドし
図 2：「山の中腹」についての板書

て一番高いところではなく，少し下がったところで打つことを表

した言葉である。この言葉を意識しながら，チームで「ラリー回数に挑戦しよう」とゲーム形式で

取り組ませた。すると，前回のラリー回数が4,5回だったチームが12固に増えていった。このラリー

回数に挑戦した後，子どもたちからは次のような言葉が聞かれた。

－空振りしなくなった ・とても打ちやすかった ・手のひらに当てやすかった

－落ち着いて打てた ・落ち着いて打てるから，ねらったところに打ちやすかった

この学習を通して，子どもたちから出た「山の中腹」という言葉を意識させたことは効果的であっ

た。この子どもから発せられた言葉が，子どもたちの中でも打ち返し方のポイントを表す言葉になっ

たり，授業者からなかなか打ち返せない子どもへの声かけの言葉になったりした。また，この時間

以降「ボールにd慣れる運動」の中に「ラリーに挑戦」という時間を短時間ではあるが設定し取り組

ませた。単元の終わりには，どのチームも20回近くまでラリーが続けられるようになった。このこ

とから，基本的な技能である「ねらったところにボールを打ち返す」ことはある程度どの子にも身
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につき，高めることができたと言える。

(3）配球図との出会い

本単元全体を通じて，配球図を提案することは大きなはたらきかけの一つであり，子どもたちに

とって得点につながる配球の仕方を学ぶ上で重要な追求方法となる。第3時において，配球図を提

案する際に「この配球図を使って，ボールがどこに落ちてい

るかを記録していこう」という一方的な声かけも可能では

あったが，より深く配球図を記録する意味や配球図からわか

ることなどを伝えるためには出会わせ方を工夫する必要があ

ると考えた。そこで，第2時のゲームの配球図の記録（授業

者自身が記録：図 3）を子どもたちに紹介し，その記録から「ど

ういう ことが分かるのか」と問いかけ，出会わせた。子ども

たちからは右の記録から次のような意見が出された。

・コートの真ん中に返すことが多い ・コートの端は少ない
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図3：第2時の配球図の記録

－得点になっているのは，コートの真ん中ではなく，コートの端っこが多い

－ライ ンのぎりぎりのところは，取りにくいから得点につながっているかもしれない

．ネットに近いところも得点が多い
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このような話し合いの後，実際にチームで配球図の記録をとりながらゲームをすることとした。

この時間は「配球図からわかったことj というテーマを与え，ふりかえりを記入させた。

～配球図に記録するよさについての記述～

－配球図を使うと実際にぼくたちのボールはどこに行って，どうやって得点しているのかよくわかった0

・私たちのチームは，私たち側から見て右下に打っと，よく点になっていることがわかった。

－配球図を使うと，どんなところのボールが点になりやすいかなどわかってよかった。

～得点につながる返球の仕方についての記述～

・コートの隅っこや角のところが，得点が多かった0

・ネットやコートのラインぎりぎりのところが得点が多かったのでねらっていきたい。

・ラインぎりぎりで打っと打ちにくいし，後ろに下がりながら打つのが難しいのでねらっていきたい0

．前や後ろに相手を動かすといいと d思った。

子どもたちのふりかえりは主に 「配球図に記録するよさ」

「得点につながる返球の仕方」の 2つに分類することができ

た。 「得点につながる返球の仕方」については，次時以降の

学習内容となっていくが，「配球図に記録するよさ」につい

て記述していた子どもたちが多かったことには驚いた。それ

は，配球図との出会わせ方を工夫したことにより，配球図の

見方や考え方が理解できたことや「自分たちの返球について

考えよう」という意欲につながったからだと考える。

5・笠ハシ円エヌ 耶岨輔 ' A月 一品 <Jf>a <I＆予目f骨 ・B

－ ． ． 
＠ 

8 、・（：）・ト 叱と

めIf.：・3。。
@e 

。コ，Ldi後ろ手tf~J/Of>~f_'"争＇.＇..... Jr点.，－fわ，， ~.＇，切勾
。 9~1/'’hfv'l11、ー今寺4沌 h勺ク

。3ート押手みてヴ必るのか・号、・→動小~＂！：＇（‘ It~ ， 、

子どもたちの配球図の記録

(4）配球図を使って得点、につながる返球について考える

第4時では，第3時のふりかえりから「得点につながる返球の仕方」に

関わるものを紹介し，さらに得点につながる返球の仕方について追求した

り確かめたりする時間を設定した。まずは，配球図の記録をチーム内でと

りながらゲームをし，その後学級全体での話し合いを行った。

T：どんなところに返球すると，得点につながったかな？

C：コートの後ろのラインぎりぎりをねらうとよかった。

C：主にコートの後ろ半分に打ち返すといいと思った。（コート図の後ろ半分に斜線を書きこんだ）

T：他にはないかな？

C：次に打つ相手がコートの外側にいたら内側に打って，内側にいたら外側に打つといいと思った。

T：それはどういうことかな？

C：相手のいる場所によって，ねらって打ち返す場所を変えるといいということだと思います。

～この発言後，うなずく児童が多く見られた。～

これらの発言から，相手のいる場所を見て，相手のいないところをねらって返球すると得点につ

ながると考える子どもたちが多くいることがうかがえる。この話し合い後，再度ゲームを行い，「得

点につながる返球について考えをまとめる」というテーマでふりかえりを行った。

－人のいる場所によって，打つ場所を変えていくと得点になった。

－ネットぎりぎりや相手のいないところをねらったりすると得点につながった。

－相手は後ろの方にいることが多かったから，前の方に打っと得点につながった。

－相手がいないところに打ち返すことが大切だと思った。相手がいないところに打っと，相手が準備できていないから追い

つかないので点につながると思った。

－大事なのは相手の場所。後ろだったら前に，前だったら後ろに打てば相手は打ちにくいと思った。

これらのふりかえりから，子どもたちの意識は得点するためには，相手

のいないところや相手がコントロールしにくい場所に返球するとょいと考

えていることがわかる。また「ボールばっかりを見てしまっていて相手が

どこにいるのか見るのを忘れてしまいました。ボールを 1で，相手を9く

らい見たいですJと書いていた子どももいた。技能的に難しかったようだ

が，この子どもも相手のいる場所を見て，相手のいないところに返球しよ 配球図の記録をする子ども

-122 -



うとする意識に向かっていることがうかがえる。

第5時はさらに得点につながる返球の仕方について，得点になった返球の前の返球に目が向くよ

うに考えた。具体的には， 「コートの後ろやネットぎりぎりに返球すると得点になることが多いみ

たいだけど，そこばかり打ち返していても得点になるの？」と問いかけ， 「チームで新しい配球図

に記録しながら，得点につながる返球について考えよう」というめあてで学習に取り組んだ。新し

い配球図とは，ボーノレの落下地点を点で記録することから，その落下地点を線で結ぶものである。

返球全体をどのようにすると得点につながるかを考えさせるはたらきかけとして，子どもたちに提

示した。子どもたちは，配球図にこれまで慣れた点を描き，その後線で結びながら記録していった。

この時間は次のようなふりかえりが見られた。

・コートの端に打つ前に，コートの真ん中やネット近くに打っと，いつコートの後ろに打つのかわからないのでいいと思った。

・線で結ぶと相手が苦手なコースがわかって，例えば，手前に落としてから後ろをねらうといいと患った。

－得点を入れる前のボールのつながりがよくわかりました。わけは，これから相手を動かすところがわかるからです。

－配球図を使うと，どのようにボールが動いたのかがわかり，もっとこのよ うにすればいいのか考えることができたのでよ

かったです。

これらのふりかえりから，得点になる前の返球や返球の組み立てにも意識が向かっていることが

わかる。配球図を点から線の記録にしたことにより，相手がいないところや返球しにくいところを

意識しながら返球の組み立てへと深く思考していることがうかがえる。

(5）配球図を生かして作戦を考える

第5時までの学習を生かして，第6～7時はチームで作戦を考えることをめあてにして，学習に

取り組んだ。主に子どもたちは次のような作戦を考えた。

0 1カ所だけではなく，コートのいろいろなところに打ち返すこと

0 ネットぎりぎりのところと，後ろのラインぎりぎりのところに打ち分けること

O相手を見て打ち返すこと（前にいたら後ろ，後ろにいたら前）

O コー トの後ろやネットぎりぎりのところ，コートの左右に，相手の場所を見て打ち返すこと

これらの作戦を見ると，これまで学習してきたことが作戦に生かし，相手がいないところに返球

しようとしていることがわかる。多くのチームは，これらの作戦がうまくいったとふりかえってい

たが，中には相手が返してくるボールによって思い通りにボールがコントローノレ出来ずにねらいど

おりに打ち返せなかったチームもあった。

5 おわりに

本単元は，ハンドテニスと出会わせ，子どもたちの問いを整理するところから始めた。子どもた

ちのもつ問いについては「ねらったところへのボールの打ち返し方」と「得点につながる打ち返し方」

の大きく 2点であった。「ねらったところへのボールの打ち返し方」については第2時の学習で取

り組み，また継続して単元全体を通して10～15分程度返球のスキルアップとして取り組んだ。 「得

点につながる打ち返し方Jについては，第3時からの学習で取り組んだ。本単元では配球図を提案

することを大きなはたらきかけのーっとして取り組んだ。配球図については，前時の記録からわか

ることを考える出会わせ方を行った。その出会わせ方により，ふりかえりからもわかるように配球

図からどういう返球が得点につながるのか深く思考していることがわかる。その後の配球図の点か

ら線へ変化したことも，得点につながる返球の仕方についてさらに深く考えることができた。この

ように，単元との出会いも大切ではあるが，はたらきかけの手立てとの出会わせ方も工夫すること

により，子どもたちの思考も一層深まると考える。 （文責 小林 敏朗）
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